
有
限
責
任
安
積

有
限
責
任
安
積
絹絹け
ん
け
ん

絲絲しし

紡
績
会
社
の
設
立
と
渋
沢
栄
一

紡
績
会
社
の
設
立
と
渋
沢
栄
一

　

日
置
健
太
郎
・
永
戸
直
之
介
・
甲
斐
山
忠
左
衛
門
・
柳
沼

恒
五
郎
な
ど
安
積
郡
内
の
有
力
者
四
人
を
発
起
人
惣
代
と
し

た
有
限
責
任
安
積
絹
絲
紡
績
会
社
設
立
願
が
、
明
治
二
十
二

年
（
一
八
八
九
）
五
月
十
一
日
付
で
福
島
県
知
事
山
田
信
道

へ
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
永
戸
・
甲
斐
山
・
柳
沼
の
三
名

は
、
生
糸
を
製
造
・
販
売
す
る
郡
山
正
製
組
の
発
起
人
で
も

あ
っ
た
。
こ
の
設
立
願
に
は
他
に
保
証
人
と
し
て
、
地
元
政

治
家
の
今
井
久
三
郎
、
安
積
疏
水
関
係
人
民
惣
代
の
國
分
伴

内
・
伊
東
英
助
な
ど
四
名
が
押
印
し
て
い
る
。

　

同
日
付
の
定
款
に
よ
る
と
、
渋
沢
栄
一
・
益
田
孝
・
佐
羽

吉
右
衛
門
・
馬ま

越ご
し

恭
平
な
ど
全
国
的
に
著
名
な
実
業
家
四

名
、
山
田
脩

お
さ
む

・
増
田
充
績
・
佐
野
理
八
な
ど
福
島
県
内
の
実

業
家
三
名
、
先
に
挙
げ
た
四
人
の
発
起
人
惣
代
を
含
め
合
計

十
一
名
の
実
業
家
が
発
起
人
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。

　

こ
の
十
一
章
六
十
四
条
か
ら
な
る
定
款
に
よ
れ
ば
、
会
社

設
立
の
目
的
は
、
洋
式
の
器
械
を
用
い
て
屑
繭
や
熨の

し斗
糸い

と

を

原
料
と
し
、
安
積
疏
水
を
利
用
し
て
絹
糸
を
製
造
・
販
売
す

る
こ
と
に
あ
っ
た
。
会
社
は
安
積
郡
丸
森
村
大
字
安あ

子こ
が
し
ま島

字

蓬
山
七
番
地
（
郡
山
市
熱
海
町
安
子
島
字
蓬
山
七
番
地
）
に

設
置
さ
れ
、
有
限
責
任
と
い
う
形
態
で
、
営
業
年
限
は
二
十

年
、
設
立
の
資
本
金
は
三
十
五
万
円
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
同
年
六
月
十
日
に
は
、
定
款
に
疑
義
が
な
い
こ
と

や
疏
水
関
係
者
の
同
意
は
取
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
会
社

の
設
立
を
認
可
し
て
ほ
し
い
と
安
積
郡
長
柳
瀬
易
義
は
福
島

県
へ
補
足
の
報
告
を
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
福
島
県

は
、
同
年
六
月
十
九
日
に
一
般
の
会
社
条
例
制
定
ま
で
結
社

相
対
約
束
に
す
る
と
い
う
指
令
を
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
有
限
責
任
安
積
絹
絲
紡
績
会
社
と
明
治

三
十
年
十
二
月
に
渋
沢
栄
一
が
委
員
長
と
な
っ
て
設
立
さ
れ

た
郡
山
絹
糸
紡
績
株
式
会
社
を
同
一
の
会
社
と
し
て
混
同
さ

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
両
社
は
全
く
別
の
会
社
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。 

（
渡
邉 

智
裕
）
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「
小
川
清
士
家
文
書
」
は
、
福
島
藩
板

倉
家
の
御
用
達
を
つ
と
め
た
槌
屋
小
川
家

に
伝
わ
る
史
料
群
で
あ
る
。

　

隠
居
し
た
当
主
の
満
治
が
安
永
七
年

（
一
七
七
八
）
に
著
し
た
一
代
記
に
よ
れ

ば
、
小
川
家
は
も
と
も
と
会
津
若
松
城
下

の
槌
屋
浜
口
慶
伝
家
の
奉
公
人
で
、
元
禄

十
五
年
（
一
七
〇
二
）
に
暖の

簾れ
ん

分
け
に
よ
っ

て
福
島
城
下
中
町
に
店
を
構
え
た
。
の
ち

北
南
町
（
現
在
の
福
島
市
北
町
）
に
移
り
、

生
糸
な
ど
を
扱
う
か
た
わ
ら
質
屋
も
営

み
、
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
の
大
火
の

際
に
藩
へ
金
五
百
両
を
上
納
し
、
同
十
四

年
に
御
用
達
と
な
る
。

　

こ
の
槌
屋
小
川
家
に
は
代
々
受
け
継
が

れ
た
家
法
が
あ
り
、
「
常
ニ
可
心
得
事
」

と
し
て
様
々
な
心
構
え
や
決
ま
り
事
が
記

さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な

具
合
で
あ
る
（
「
家
法
記
」
、
小
川
清
士
家

文
書
九
〇
）
。

　

一
、
銘
々
の
家
職
を
ツ
ト
メ
、
其
家
を

　
　

無
事
ニ
治
ル
ハ
善
人
ナ
リ
。

　

一
、
壱
ヶ
年
の
納
り
方
、
四
ツ
分
ケ
テ

　
　

三
ツ
分
ニ
テ
暮
シ
、
壱
ツ
分
あ
ま
し

　
　

を
け
ハ
三
年
ニ
壱
年
分
た
ま
り
、
是

　
　

を
以
不
時
之
損
失
あ
り
て
も
家
を
つ

　
　

ぶ
す
事
無
シ
。

　

一
、
借
の
一
字
、
家
を
つ
ぶ
す
元
と
知

　
　

ル
べ
し
。

　
　

当
分
さ
へ
不
足
ニ
て
借
り
な
か
ら
、

　
　

年
々
利
足
を
添
て
済
ス
事
な
れ
ハ
、

　
　

末
々
家
を
失
フ
事
必
定
ナ
リ
。

　

な
か
に
は
「
家
を
治
ル
に
は
女
の
い
ふ

事
用
べ
か
ら
ず
」
と
い
っ
た
今
日
の
価
値

観
に
反
す
る
項
も
あ
る
が
、
多
く
は
現
代

で
も
通
用
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
家
法
を
定
め
た
一
番
の
目
的

は
子
々
孫
々
ま
で
繁
栄
を
重
ね
て
い
く
こ

と
で
あ
る
が
、
そ
の
根
底
に
は
正
直
さ
と

誠
実
さ
を
重
ん
じ
る
家
風
が
あ
っ
た
。
そ

れ
が
よ
く
う
か
が
わ
れ
る
の
が
次
の
道
歌

で
あ
る
（
「
家
法
記
」
、
同
八
六
）
。

　
　

正
直
の
心
を
人
の
も
つ
な
ら
ば

　
　
　

神
や
ほ
と
け
の
め
ぐ
み
有
べ
し

　
　

心
だ
に
誠
の
道
に
叶
へ
な
ば

　
　
　

い
の
ら
ず
と
て
も
神
や
ま
も
ら
ん

　

生
き
馬
の
目
を
抜
く
よ
う
な
商
売
の
世

界
で
あ
っ
て
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
最
も
大

切
な
の
は
人
間
性
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

心
し
た
い
。 

（
山
田 

英
明
）

　

江
戸
時
代
に
は
、
地
震
・
津
波
・
噴
火
・

洪
水
・
飢
饉
・
疫
病
・
大
火
な
ど
様
々
な

大
規
模
災
害
が
起
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

災
害
情
報
は
、
手
紙
・
出
版
物
・
風
聞
な

ど
に
よ
り
被
災
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
域

へ
も
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
事
例
の
一
つ
と
し
て
、
天

明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
起
き
た
浅
間
山

噴
火
に
関
す
る
記
録
を
紹
介
し
た
い
。
左

の
古
文
書
は
、
信
夫
郡
下し

も
お
お大

笹ざ
そ

生う

村
の
豪

農
で
福
島
藩
板
倉
家
の
他
所
御
用
達
を
勤

め
た
佐
藤
源
左
衛
門
家
に
伝
わ
っ
た
文
書

群
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
天

明
三
年
七
月
十
一
日
に
江
戸
の
定

じ
ょ
う

飛び

脚
き
ゃ
く

問ど
ん

屋や

嶋
屋
佐
右
衛
門
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
浅

間
山
噴
火
の
様
子
を
、
他
の
人
々
が
書
き

写
し
た
も
の
で
あ
る
。
時
系
列
的
に
記
録

さ
れ
た
浅
間
山
噴
火
と
逃
げ
惑
う
民
衆
の

様
子
は
、
次
の
よ
う
に
具
体
的
で
臨
場
感

溢
れ
る
も
の
で
あ
り
、
噴
火
災
害
の
特
徴

と
恐
ろ
し
さ
を
今
に
生
き
る
我
々
に
も
余

す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
て
い
る
。

　

天
明
三
年
七
月
四
日
頃
よ
り
毎
日
雷
の

よ
う
な
山
鳴
り
が
し
、
次
第
に
強
く
な
っ

て
、
夕
方
か
ら
は
青
色
の
火
山
灰
が
降
り

始
め
た
。
七
日
の
朝
に
か
け
て
多
く
の
降

灰
が
あ
り
、
音
は
さ
ら
に
大
き
く
な
り
、

昼
過
ぎ
に
は
四
十
匁
く
ら
い
の
石
も
降
り

出
し
て
全
く
歩
行
も
困
難
に
な
っ
た
。
辺

り
は
闇
夜
の
よ
う
に
真
暗
に
な
り
、
人
の

顔
の
判
別
も
で
き
ず
、
家
の
中
で
は
明
か

り
を
灯
し
、
外
で
は
提
灯
を
用
い
、
空
の

米
俵
を
被
っ
て
頭
を
保
護
し
た
。
浅
間
山

の
方
で
は
空
に
火
の
玉
（
火
山
弾
）
が
飛

び
出
し
、
暫
く
し
て
小
石
が
降
り
始
め

た
。
山
鳴
り
が
さ
ら
に
強
く
な
り
、
戸
や

障
子
が
外
れ
、
夜
も
寝
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
雷
も
強
く
な
り
、
何
度
か
落
雷

が
あ
っ
た
の
で
、
人
々
は
恐
怖
の
余
り
空

に
向
け
て
鉄
砲
を
放
ち
、
鐘
や
太
鼓
を
打

ち
鳴
ら
し
て
雷
を
除よ

け
よ
う
と
し
た
。
松

井
田
で
の
降
灰
は
三
尺
も
積
も
っ
た
。
利

根
川
で
は
火
山
噴
出
物
に
よ
る
泥
流
型
土

石
流
（
「
蛇じ

ゃ
ぬ
け抜

」
）
が
発
生
し
、
民
家
・
田

畑
・
樹
木
・
人
・
家
畜
な
ど
を
呑
み
込
み
、

空
前
の
大
惨
事
と
な
っ
た
。

　

こ
の
浅
間
山
噴
火
は
、
東
北
地
方
に
お

け
る
天
明
の
大
飢
饉
の
一
因
と
な
っ
た
と

も
い
わ
れ
て
い
る
。 

（
渡
邉 

智
裕
）
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左
図
（
酒
井
一
家
文
書
三
四
四
）
は
、

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
六
月
に
作
成
さ

れ
た
村
絵
図
で
、
北
を
左
手
に
し
、
伊い

な南

川
（
絵
図
下
部
）
東
岸
の
会
津
郡
大
新
田

村
（
現
南
会
津
町
、
以
下
全
て
同
町
）
・

水
根
沢
村
が
描
か
れ
て
い
る
。
絵
図
中
央

を
枝
分
か
れ
し
て
北
流
す
る
太
線
は
用
水

で
、
並
行
す
る
細
線
は
沼
田
街
道
を
示

し
、
街
道
沿
い
に
両
村
集
落
が
み
え
る
。

用
水
か
ら
分
水
し
伊
南
川
へ
注
ぐ
二
本
の

水
筋
は
村
境
で
、
南
の
水
筋
は
木
伏
・
水

根
沢
両
村
境
、
北
の
水
筋
は
水
根
沢
・
大

新
田
両
村
境
と
あ
り
、
用
水
・
村
境
に
主

眼
を
置
い
た
絵
図
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の

主
眼
は
信
仰
対
象
に
あ
り
、
水
根
沢
村
の

鎮
守
山
王
社
や
大

新
田
村
の
鎮
守
天

神
社
・
道
祖
神
・

大
天
宮
神
社
（
天

狗
神
社
）
な
ど
が

描
か
れ
、
境
内
地

の
広
さ
、
社
の
高

さ
、
鳥
居
の
高
さ

と
幅
を
記
載
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、

北
端
の
大
天
宮
神

社
背
後
に
は
「
天

宮
岩
（
天
狗
岩
）
」

が
聳そ

び

え
て
い
る
。

　

地
誌
『
新
編
会
津
風
土
記
』
に
よ
る
と
、

天
狗
岩
は
高
さ
六
丈
（
約
十
八
ｍ
）
、
幅

三
十
丈
（
約
九
十
一
ｍ
）
に
及
び
、
前
方

に
覆
い
か
ぶ
さ
る
奇
妙
な
形
で
、
小
石
を

食は

み
出
し
、
石
は
大
き
く
な
っ
て
岩
を
割

り
落
ち
て
く
る
。
地
元
で
こ
れ
を
「
天
狗

の
礫

つ
ぶ
て

石
」
と
呼
ぶ
と
い
う
。
ま
た
、
文
化

二
年
八
月
「
御
改
ニ

附
書
上
帳
」
（
前
出

文
書
三
四
六
）
に
は
、
天
狗
岩
は
北
隣
山

口
村
と
の
境
「
い
ら
か
崎
（
答
崎
）
三
つ

石
」
に
所
在
し
「
粒
て
石
」
が
出
る
と
あ

り
、
岩
に
向
か
っ
て
大
声
を
出
す
と
返
事

が
あ
る
た
め
、
こ
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る

と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
巡
見
使
が
廻

村
時
に
下か

問も
ん

す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　

巡
見
使
に
随
行
し
た
古
川
古
松
軒
は
、

著
書
『
東
遊
雑
記
』
で
山
口
村
の
男
天
狗
・

女
天
狗
岩
に
言
及
し
、
風
の
強
い
夜
に
天

狗
が
集
い
礫
を
打
ち
合
う
と
い
う
地
元
の

話
を
記
し
た
。
天
狗
の
礫
石
は
鼠
色
の
良

質
な
丸
石
で
、
生
臭
い
臭
気
を
帯
び
て
お

り
、
古
川
も
貰
っ
て
挿
絵
を
描
い
た
。
ま

た
、
別
の
巡
見
使
随
行
者
の
記
録
に
は
、

天
狗
岩
・
天
狗
の
礫
石
は
近
郷
の
崇
敬
の

対
象
で
、
魔
除
け
に
な
る
と
あ
る
。

　

民
俗
学
者
柳
田
國
男
は
、
天
狗
岩
の
石

を
産
む
事
象
を
地
質
学
的
に
説
明
し
た
上

で
、
先
人
は
こ
れ
を
神
業
と
捉
え
た
と
述

べ
て
い
る
。
加
え
て
、
本
稿
で
挙
げ
た
岩

の
形
状
、
こ
だ
ま
、
礫
石
の
形
状
・
特
徴

な
ど
も
神
秘
性
を
醸
成
し
た
。
本
絵
図
は

天
狗
岩
を
神
聖
視
し
た
心
を
筆
に
乗
せ
、

描
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

（
小
野 

孝
太
郎
）

　

疱ほ
う
そ
う瘡

（
天
然
痘
）
は
幾
度
も
流
行
し
人
々

を
苦
し
め
た
が
、
明
治
初
期
の
全
国
的
・

統
制
的
な
種
痘
（
予
防
接
種
）
開
始
が
大

き
な
救
い
と
な
っ
た
。
白
河
県
で
は
明
治

三
年
（
一
八
七
〇
）
三
月
初
め
に
種
痘
御

用
を
置
き
、
同
月
十
四
日
、
白
河
中
町
の

医
師
清
水
良
斎
・
岡
崎
東
海
を
同
職
に
任

じ
る
。
以
下
『
諸
綴
込
』
（
明
治
・
大
正

期
の
福
島
県
庁
文
書
九
一
九
）
所
収
文
書

な
ど
に
よ
れ
ば
、
両
名
は
従
来
種
痘
を

行
っ
て
き
た
が
、
未
熟
な
医
師
や
痘か

さ
ぶ
た痂

を

付
け
廻
り
誑

た
ぶ
ら

か
す
香

や

具
師し

に
よ
り
苦
悩
す

る
人
々
を
憂
い
、
彼
ら
の
一
掃
と
廻
村
に

よ
る
種
痘
実
施
を
志
し
た
。
県
も
怪
し
い

医
師
な
ど
を
問
題
視
し
、
種
痘
御
用
か
ら

種
痘
を
受
け
る
よ
う
村
々
へ
命
じ
る
。
結

果
、
二
月
中
旬
か
ら
六
月
に
か
け
、
清
水

は
三
四
〇
人
余
、
岡
崎
は
一
三
二
人
の
白

川
郡
の
児
童
に
接
種
を
完
了
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
清
水
・
岡
崎
は
遠
方
で
種
痘
が

出
来
な
か
っ
た
の
を
悔
い
て
お
り
、
一
層

尽
力
す
る
た
め
、
閏

う
る
う

十
月
三
日
、
大
学
東

校
（
後
の
東
京
大
学
医
学
部
）
種
痘
館
な

ど
で
の
修
行
を
願
い
出
る
。
許
可
が
下
り

先
に
上
京
し
た
清
水
は
、
往
復
二
十
三
日

で
種
痘
論
古
説
・
新
説
を
習
練
し
種
痘
免

状
を
得
て
戻
っ
た
。
成
果
を
感
じ
た
白
河

県
は
、
さ
ら
に
四
、
五
人
の
医
師
派
遣
と

大
々
的
種
痘
の
実
施
を
模
索
し
て
い
く
。

　
　
　
　

　

帰
県
し
た
清
水
は
、
郡
山
・
須
賀
川
・

矢
吹
周
辺
で
流
行
中
の
重
い
疱
瘡
に
対
処

す
る
。
十
一
月
三
日
に
県
へ
上
申
し
、
大

学
東
校
か
ら
持
ち
帰
っ
た
牛
痘
苗
で
の
接

種
を
願
い
出
る
と
共
に
、
県
民
の
種
痘
へ

の
疑
念
や
牛
痘
へ
の
抵
抗
を
払
拭
す
べ
く

各
村
で
の
教
諭
を
提
案
し
て
い
る
。
す
ぐ

に
種
痘
御
用
の
出
張
が
決
ま
り
、
清
水
は

矢
吹
宿
周
辺
の
児
童
に
種
痘
を
施
し
た
。

　

他
方
、
白
河
県
は
岡
崎
ら
に
大
々
的
種

痘
実
施
に
つ
い
て
諮
問
し
、
十
一
月
に
答

書
を
受
け
取
る
。
白
河
・
石
川
・
岩
瀬
・

田
村
・
安
積
五
郡
を
岡
崎
ら
五
名
で
分
担

す
る
案
で
、
種
痘
日
数
・
廻
村
・
給
与
・

罷
免
な
ど
が
建
白
さ
れ
、
の
ち
同
志
推
薦

や
無
給
奉
仕
も
建
言
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

翌
年
二
月
、
種
痘
医
員
と
し
て
清
水
・
岡

崎
・
須
賀
川
町
鈴
木
俊
安
・
同
町
桑
名
舜

斎
・
郡
山
町
熊
田
貞
庵
・
保ほ

ど土
原わ

ら

村
（
現

須
賀
川
市
）
大
和
田
玄
仲
が
任
じ
ら
れ
、

統
制
的
で
広
域
的
な
種
痘
が
始
ま
り
、
種

痘
医
員
と
種
痘
の
実
施
も
増
え
て
い
く
。

そ
の
後
、
清
水
・
岡
崎
は
白
河
県
仮
病
院

に
勤
務
し
医
療
へ
の
貢
献
を
重
ね
た
。

　

両
名
の
種
痘
へ
の
尽
力
で
、
多
く
の
人

が
救
わ
れ
た
の
で
あ
る
。 

（
小
野 

孝
太
郎
）
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白
河
県
の
種
痘
に
尽
力
し
た

　
　

清
水
良
斎
・
岡
崎
東
海

会
津
郡
大お

お

新に

た田
・
水
根
沢

両
村
絵
図
と
天
狗
岩
の
伝
承

〔会津郡大新田・水根沢両村絵図〕（酒井一家文書 344）

明治 3 年（1870）11 月付
種痘施療治所置     御答書
（五郡医生任命の部分、

『諸綴込』所収、明治・大正
期の福島県庁文書 919）



　

日
本
の
初
等
教
育
に
「
体
操
」
（
体
育
）

と
い
う
教
科
が
導
入
さ
れ
た
の
は
、
明
治

五
年
（
一
八
七
二
）
の
こ
と
で
あ
る
。
た

だ
、
当
時
は
ま
だ
指
導
法
が
確
立
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
政
府
は
ほ
ど
な
く
体

操
伝
習
所
を
設
置
し
、
ア
メ
リ
カ
の
ア

マ
ー
ス
ト
大
学
よ
り
リ
ー
ラ
ン
ド
を
招
聘

し
て
指
導
者
の
育
成
を
は
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
明
治
十
九
年
の
学
校
令
に
よ

り
、
尋
常
小
学
校
で
は
唱
歌
と
合
わ
せ
て

週
六
時
間
が
割
り
当
て
ら
れ
る
こ
と
と
な

る
。
そ
の
一
例
を
、
同
三
十
九
年
の
史
料

「
体
操　

尋
常
第
三
学
年
同
第
四
学
年
」

（
渡
部
八
郎
家
文
書
一
八
六
）
に
よ
り
な

が
ら
見
て
み
よ
う
。
ち
な
み
に
「
尋
常
第

三
学
年
同
第
四
学
年
」
は
現
在
の
小
学

三
・
四
年
生
に
あ
た
る
年
齢
で
あ
る
。

　

ま
ず
第
三
学
年
で
は
、
「
準
備
体
操
」

に
始
ま
り
、
「
首
胸
ノ
運
動
」
「
上
肢
ノ
運

動
」「
全
身
ノ
運
動
」「
肩
及
背
ノ
運
動
」「
腹

ノ
運
動
」「
腰
ノ
運
動
」「
全
体
ノ
運
動
」「
下

肢
ノ
運
動
」
と
上
半
身
か
ら
下
半
身
の
順

に
体
を
ほ
ぐ
し
、
深
呼
吸
に
あ
た
る
「
呼

吸
ノ
運
動
」
で
締
め
括
ら
れ
る
。
現
在
の

ラ
ジ
オ
体
操
の
よ
う
な
流
れ
と
い
え
ば
分

か
り
や
す
い
だ
ろ
う
か
。

　

第
四
学
年
も
同
様
に
「
運
動
準
備
」
を

行
っ
た
後
、
「
首
胸
ノ
運
動
」
「
屈く

っ

臂ぴ

運

動
」「
全
身
運
動
」「
肩
及
背
ノ
運
動
」「
腹

ノ
運
動
」
「
上
翼
開
脚
運
動
」
「
全
身
ノ
運

動
」「
下
肢
ノ
運
動
」
を
経
て
「
呼
吸
運
動
」

で
終
わ
る
。
た
だ
、
上
級
学
年
で
あ
る
だ

け
に
、
第
三
学
年
と
比
べ
る
と
複
雑
な
動

き
に
な
っ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
同
じ
「
肩
及
背
ノ
運
動
」

で
あ
っ
て
も
、
第
三
学
年
は
「
臂ひ

じ

ヲ
左
右

ニ
ア
ゲ
ー
ア
ゲ
、
臂
ヲ
後
ニ
マ
ハ
セ
、
臂

ヲ
前
ニ
マ
ワ
セ
」
と
い
う
臂
を
使
っ
た
単

純
な
動
作
で
あ
る
の
に
対
し
、
第
四
学
年

で
は
「
脚
ヲ
左
右
ニ
ヒ
ラ
ケ
、
上
体
ヲ
前

ニ
マ
ゲ
ー
、
臂
ヲ
左
右
ニ
ア
ゲ
、
上
体
ヲ

オ
コ
セ
、
脚
ヲ
元
ヘ
」
と
い
う
よ
う
に
複

数
の
部
位
を
続
け
て
動
か
す
と
い
っ
た
具

合
で
あ
る
。

　

運
動
不
足
の
方
は
、
ぜ
ひ
本
史
料
を
閲

覧
し
、
お
試
し
あ
れ
。 

（
山
田 

英
明
）

一
、
展
示
公
開
（
収
蔵
資
料
展
）

一
、
展
示
公
開
（
収
蔵
資
料
展
）

「
歴
史
の
な
か
の
災
害
―
地
震
・
噴
火
・

「
歴
史
の
な
か
の
災
害
―
地
震
・
噴
火
・

洪
水
・
疫
病
―
」

洪
水
・
疫
病
―
」

　

地
震
・
噴
火
・
洪
水
・
疫
病
な
ど
の
歴

史
的
な
災
害
に
関
す
る
資
料
を
展
示
し
、

人
々
が
い
か
に
し
て
災
害
を
乗
り
越
え
て

き
た
の
か
を
振
り
返
り
ま
す
。

【
会
期
】
四
月
十
七
日
（
土
）
～
七
月

二
十
五
日
（
日
）
ま
で

只
見
線
復
旧
応
援
「
奥
会
津
の
古
文
書

只
見
線
復
旧
応
援
「
奥
会
津
の
古
文
書

―
只
見
町
石
伏
・
田
子
倉
地
区
を
中
心
に

―
只
見
町
石
伏
・
田
子
倉
地
区
を
中
心
に

―
」
―
」

　

只
見
線
の
早
期
復
旧
応
援
の
た
め
、
当

館
が
収
蔵
す
る
只
見
町
の
江
戸
・
明
治
時

代
の
古
文
書
を
展
示
し
、
只
見
川
流
域
に

お
け
る
山
村
の
生
活
や
六
十
里
越
の
実

態
、
事
件
・
災
害
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

【
会
期
】
八
月
七
日
（
土
）
～
十
一
月
三

日
（
水
・
祝
）
ま
で

二
、
地
域
史
研
究
講
習
会

二
、
地
域
史
研
究
講
習
会

　

歴
史
資
料
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て
関

心
を
高
め
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、
三

名
の
講
師
が
各
自
の
テ
ー
マ
で
最
新
の
研

究
成
果
を
講
演
・
報
告
し
ま
す
。

【
日
時
】
六
月
二
十
六
日
（
土
）
午
前
十

時
二
十
分
か
ら
午
後
三
時
四
十
五
分
ま
で

【
会
場
】
と
う
ほ
う
・
み
ん
な
の
文
化
セ

ン
タ
ー
（
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
）
小
ホ
ー

ル

【
定
員
】
定
員
百
名
。

※
六
月
八
日
に
締
め
切
り
ま
し
た
。

三
、
古
文
書
講
座

三
、
古
文
書
講
座

　

当
館
収
蔵
の
「
往
来
物
」
を
題
材
と
し

て
、
古
文
書
の
勉
強
法
や
古
文
書
解
読
の

基
礎
的
な
事
柄
に
つ
い
て
講
義
し
ま
す
。

【
日
時
】
七
月
十
七
日
（
土
）
、
七
月

二
十
四
日
（
土
）
、
八
月
二
十
二
日
（
日
）
、

九
月
十
二
日
（
日
）
、
各
回
と
も
午
前
十

時
～
十
二
時
ま
で

【
会
場
】
と
う
ほ
う
・
み
ん
な
の
文
化
セ

ン
タ
ー
（
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
）
二
階

会
議
室

【
申
込
・
定
員
】
葉
書
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
込
（
六
月

二
十
八
日
消
印
有
効
）
、
定
員
六
十
名
。

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

四
、
資
料
閲
覧
に
つ
い
て

四
、
資
料
閲
覧
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
、
前
日
の
午
後
三
時
ま
で
に
電

話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。
詳
細
や
最
新

の
情
報
は
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
願
い
ま
す
。
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明
治
時
代
の
学
校
体
操

令
和
三
年
度
行
事
予
定

　
　

（
令
和
三
年
四
月
～
令
和
三
年
九
月
）

体 操 　 尋 常 第 三 学 年 同 四 学 年 （渡 部 八 郎 家 文 書 186）


